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第
百
五
条
の
七
の
二
の
見
出
し
を「（
限
度
額
適
用
の
認
定
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
ロ
に
規
定
す
る
財
務

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
」
を
「
若
し
く
は
ロ
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に
お

い
て
引
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
又
は
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
組
合

の
認
定
（
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も

の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

五

令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
一
条
の

三
の
五
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
四
項
若
し
く
は

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
認

定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
四
項
若
し
く

は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。
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〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁製

造
た
ば
こ
小
売
定
価
、
基
本
測
量
関
係

事
項
関
係

J
J

〇
財
務
省
令
第
十
一
号

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
百
二
十
七
条
並
び
に
国
家
公
務
員
共
済
組

合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）第
十
一
条
の
三
の
五
及
び
第
十
一
条
の
三
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

安
住

淳

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
食
事
療
養
を
い
う
。」の
下
に
「
第
百
五
条
の
五
の
二
第
七
項
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
生
活
療
養
を
い
う
。」の
下
に
「
第
百
五
条
の
五
の
二
第
七
項
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
百
一
条
中
「
処
方
せ
ん
」
を
「
処
方
箋
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
薬
局
か
ら
組
合
員
証
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
処
方
箋
及
び
組
合
員
証
を
（
そ
の
者

が
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
高
齢
受
給
者
証
を
添
え
て
）
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
条
第
一
項
中
「
第
百
五
条
の
五
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、「
第
九
十
九
条
第
一

項
」
を
「
第
九
十
九
条
及
び
第
百
一
条
」
に
改
め
、「
、
同
条
第
二
項
中
「
組
合
員
証
」
と
あ
る
の
は
「
組
合
員
被
扶
養

者
証
」
と
」
を
削
る
。

第
百
五
条
の
五
の
二
第
七
項
中
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
か
ら
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
」
を
「
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
か
ら
療
養
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療

養
並
び
に
令
第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
同
条
第
八
項
の
規
定
に

該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
療
養
を
除
く
。
第
百
五
条
の
七
の
二
第
五
項
及
び
第
百
五
条
の
九
第
五
項

に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
同
項
又
は
同
条
第
三
項
」
を
「
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
又
は
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま

で
」
に
改
め
る
。

第
百
五
条
の
七
第
一
項
中
「
同
号
」
を
「
令
第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
」に
、「
に
つ
い
て
減
額
の
認
定
を
受
け
た
」

を
「
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項

第
三
号
」
の
下
に「（
同
条
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
引
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
令
第
十
一
条

の
三
の
四
第
三
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
、「
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ハ
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
ハ
」
を

加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
四
号
」
の
下
に「（
同
条
第
四
項
第
四
号
に
お
い
て
引
用
す
る

場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
令
第
十
一
条
の
三
の
四
第
三
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
、「
第
十
一
条
の
三
の

六
第
一
項
第
二
号
ニ
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
ニ
」
を
加
え
る
。

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

J
P

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
平
成

二
十
二
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
工
事
開
始
、
中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
工
事
区
間
変
更
、
首
都

高
速
道
路
株
式
会
社
都
市
計
画
事
業
、
社

会
保
険
労
務
士
名
簿
登
録
・
登
録
の
抹

消
・
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
の
付
記
、

型
式
住
宅
部
分
等
製
造
者
の
認
証
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
弁
護
士
名
簿
登
録
・
登
録

換
え
・
登
録
取
消
し
・
氏
名
変
更
・
職
務

上
の
氏
名
の
使
用
・
廃
止
・
記
章
紛
失
・

外
国
法
事
務
弁
護
士
名
簿
の
登
録
・
登
録

取
消
し
・
記
章
紛
失
・
指
定
法
の
付
記
関

係

N
O

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係

P
P

会
社
そ
の
他

P
Q

会
社
決
算
公
告

Q
J

〔
省

令
〕

〇
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
財
務
一
一
）

J

〇
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
一
三
）

K

〔
告

示
〕

〇
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一

条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号

に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
定
め
る
療
養
を

定
め
る
件
を
廃
止
す
る
件
（
財
務
三
六
）

O

〇
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
現
物
給
与
の
価

額
の
全
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
六
）

〔
資

料
〕

国
庫
歳
入
歳
出
状
況
（
平
成
二
十
三
年
度
平

成
二
十
三
年
十
一
月
分
）（
財
務
省
）
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